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市政 Ｑ＆Ａ 代表質問

代
表
質
問

一
括
質
問

会
派
自
民　
　

灰
田　

昌
典
（
は
い
だ 

ま
さ
の
り
） 

議
員

宮
橋
市
長
に
と
っ
て
２
回
目
の
本
格
的

予
算
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
は

◆
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

そ
の
基
本
的
な
考
え
と
特
別
枠
の
具
体
策
を
問
う
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
具
現
化
す
る
施
策
や
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
へ
の
配
分
を
基
本
と
し
、
特
別
枠

は
新
幹
線
開
業
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
、
産
業
創
生
に
よ

る
人
口
増
加
、
子
育
て
支
援
の
充
実
の
３
項
目
。

事
務
事
業
の
見
直
し
は
。

引
き
続
き
点
検
・
最
適
化
を
行
う
と
と
も
に
職
員

の
働
き
方
改
革
の
視
点
を
プ
ラ
ス
し
て
行
っ
て
い
る
。

◆
８
月
４
日
の
豪
雨
災
害
の
対
策
を
図
れ

梯
川
水
系
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
を

問
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
８
月
豪
雨
と
同
規
模
の
洪
水
に

対
し
氾
濫
防
止
、
被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
内
容

で
、
国
・
県
・
市
で
一
体
と
な
っ
て
住
民
の
安
心
確
保
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
小
松
空
港
周
辺
開
発
に
期
待
す
る

安
宅
新
地
区
産
業
団
地
の
近
隣
の
企
業
な
ど
企
業

誘
致
の
見
通
し
を
問
う
。

現
在
、
企
業
か
ら
の
引
き
合
い
は
15

社
あ
り
、
製

造
業
以
外
の
業
種
も
含
め
希
望
を
伺
っ
て
い
る
。

北
國
銀
行
の
ア
リ
ー
ナ
構
想
に
つ
い
て
。

民
設
民
営
で
の
ア
リ
ー
ナ
構
想
は
ぜ
ひ
進
め
て

ほ
し
い
。
空
港
と
そ
の
周
辺
も
含
め
、
新
し
い

産
業
創
出
、
都
市
機
能
集
積
、
交
流
拠
点
化
を
目
指
す

取
組
が
必
要
。

第
２
滑
走
路
建
設
に
つ
い

て
国
防
上
や
民
間
空
港
の

観
点
か
ら
市
長
の
見
解
を
問
う
。

現
状
滑
走
路
で
の
利
用
拡
大
や
増
設
の
必
要
性
等

を
整
理
し
て
議
論
す
べ
き
と
い
う
方
針
の
下
、
周
辺

住
民
へ
の
配
慮
が
必
要
な
重
要
案
件
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
新
産
業
団
地
造
成
を
早
急
に

早
急
な
具
体
的
候
補
地
と
花
坂
地
区
の
現
状
を
問

う
。

様
々
な
業
種
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
誘
致
で
き
る
よ
う

作
業
を
進
め
て
い
る
。
花
坂
地
区
は
新
幹
線
開
業

ま
で
に
用
地
取
得
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

◆
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
て

開
業
ま
で
１
年
半
、
市
内
外
へ
機
運
の
高
ま
り
を

問
う
。

市
民
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
機
運
の
醸
成
を
最

優
先
に
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
そ
の
マ
イ
ン
ド
を

市
外
県
外
へ
と
広
げ
誘
客
効
果
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◆
北
電
複
合
ビ
ル
の
建
設
延
期

公
立
小
松
大
学
大
学
院
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
方
向
性
は
。

延
期
に
伴
い
計
画
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
、
代
替

施
設
の
活
用
を
予
定
。

市
内
の
宿
泊
施
設
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
不
足
へ

の
対
策
は
。

次
の
産
業
団
地
の
計
画
を
進
め
、
多
彩
な
企
業
誘

致
に
よ
る
産
業
基
盤
の
強
化
等
に
よ
り
都
市
機
能

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

◆
里
山
振
興
大
杉
谷
地
区
の
再
生

旧
波
佐
谷
小
学
校
に
つ
い
て
地
元
か
ら
の
要
望
な

ど
跡
地
活
用
の
市
の
考
え
方
は
。

地
元
か
ら
地
域
活
性
化
を
担
う
施
設
と
し
て
要
望

さ
れ
て
お
り
、
民
間
企
業
か
ら
広
く
地
域
活
性
化

に
資
す
る
事
業
提
案
を
募
集
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

財
源
は
市
独
自
だ
け
で
な
く
国
・
県
か
ら
も
。

国
や
県
で
も
学
校
給
食
無
償
化
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
市
独
自
で
も
重
要
な
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
小
学
校
へ
の
拡
大
を
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

◆
小
松
市
町
内
会
の
行
政
事
務
連
絡
費
に
つ
い
て

制
度
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
内
会
長
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
と
も
に
取
組
を
進
め
、
制
度
の
見
直

し
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

◆
松
陽
中
、
稚
松
小
の
改
築
を
早
急
に

現
在
の
状
況
は
。

松
陽
中
は
既
存
校
舎
を
活
か
し
つ
つ
防
音
校
舎
棟

の
新
築
を
、
稚
松
小
は
施
設
整
備
を
検
討
す
る
た

め
に
総
合
調
査
を
実
施
予
定
。

動画で

チェック
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市政 Ｑ＆Ａ代表質問

代
表
質
問

一
括
質
問

自
民
党
こ
ま
つ　
　

川
崎　

順
次
（
か
わ
さ
き 

じ
ゅ
ん
じ
） 

議
員

小
松
空
港
周
辺
に
企
業
誘
致
・

ア
リ
ー
ナ
建
設
が
最
優
先

◆
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て 

財
政
の
見
通
し
は
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
不
透
明
な
世
界
情
勢
、
原
油
価
格
及
び
物
価

高
騰
な
ど
需
要
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
が
。

歳
入
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
り
増
加
見
込
み

で
あ
る
。
歳
出
は
議
員
ご
指
摘
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
開
業
ま
で
１
年
を
切
っ
た
北
陸
新
幹
線
小
松

駅
開
業
関
連
に
大
幅
な
予
算
を
配
分
し
た
い
。

北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
に
つ
い
て
、
本
市
に
と

っ
て
歴
史
的
に
も
重
要
な
年
に
な
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
立
案
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
が
ト
ッ
プ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
を

発
足
さ
せ
、
首
都
圏
等
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
ま
た
３

月
に
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
く
。

市
長
の
新
し
い
小
松
を
つ
く
る
55
の
実
現
、
具
体

策
は
。
55
の
政
策
と
（
仮
称
）
２
０
４
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
の
具
体
的
内
容
は
。

学
校
給
食
無
償
化
の
対
象
拡
大
、
未
来
型
図
書
館

の
候
補
地
決
定
と
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
な
ど

を
行
う
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
小
松
を
明
る
く
、
に
ぎ
や
か

に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
空
港
や
新
幹
線
駅
と
い
っ
た
都

市
機
能
や
産
業
力
な
ど
の
本
市
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
成
長
と
ま
ち
の
に
ぎ
や
か
さ
を
生

み
出
す
好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

小
松
駅
前
北
電
ビ
ル
に
つ
い
て
、
公
立
小
松
大
学

大
学
院
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
入
る
予
定

が
、
今
年
に
な
っ
て
完
成
を
１
年
余
り
延
ば
し
て
ほ
し

い
と
な
っ
た
。
本
市
と
し
て
は
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

て
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

駅
東
の
最
重
要
な
土
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
ま

で
も
遊
休
地
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
。
１
年
以
内
を
め
ど
に
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

◆
小
松
、
台
湾
友
好
に
つ
い
て

彰
化
市
と
の
友
好
の
現
状
は
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
就
任
時
に
祝
意
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
、
友
好
を
確
認
し
て
い
る
。

来
春
に
、
エ
バ
ー
航
空
の
デ
イ
リ
ー
運
航
が
復
活

す
る
。
同
航
空
が
運
営
す
る
ロ
ー
レ
ル
ホ
テ
ル
を

ぜ
ひ
誘
致
で
き
な
い
か
。

空
港
周
辺
の
状
況
や
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
協
議

を
進
め
た
い
。

ロ
ー
レ
ル
ホ
テ
ル
誘
致
に
よ
り
小
松
空
港
周
辺
安

宅
新
産
業
団
地
に
企
業
誘
致
も
大
事
。

都
市
機
能
の
強
化
、
拡
充
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
、
産
業
団
地
の
整
備
や
企
業
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

北
國
銀
行
に
よ
る
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
の
誘
致
は
民

間
・
知
事
・
市
長
が
一
緒
に
協
議
し
、
す
ば
ら
し

い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
後
押
し

し
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
２
滑
走
路
に
つ
い
て
防
衛
局
長
は
必
要
性
を
感

じ
な
い
と
表
明
。

ま
ず
は
、
現
滑
走
路
の
利
用
拡
大
や
増
設
の
必
要

性
に
つ
い
て
整
理
が
必
要
と
い
う
立
場
。

◆
高
規
格
道
路
、
小
松
白
川
連
絡
道
路
に
つ
い
て

今
後
の
経
済
産
業
の
発
展
、
緊
急
代
替
路
線
と
し

て
必
要
。

南
加
賀
地
域
と
飛
騨
地
域
を
結
ぶ
重
要
な
広
域

幹
線
道
路
と
捉
え
て
い
る
。

◆
e
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組
に
つ
い
て

今
後
の
市
の
対
応
は
。

ま
ず
は
出
張
体
験
会
で
関
心
や
理
解
を
広
げ
て

い
き
た
い
。

◆
市
民
病
院
の
看
護
師
対
策
は

公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
は
。

実
習
生
の
受
入
れ
、
大
学
講
義
へ
の
医
師
等
派

遣
、
職
員
募
集
交
流
会
な
ど
で
連
携
し
て
い
る
。

勤
務
体
制
の
見
直
し
は
。

多
職
種
か
ら
な
る
働
き
方
改
革
委
員
会
を
年
６
回

開
催
し
、
院
内
全
体
で
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

給
与
体
系
の
見
直
し
は
。

地
方
公
務
員
法
や
人
事
院
勧
告
の
基
準
を
超
え

な
い
範
囲
で
は
あ
る
が
、
特
殊
勤
務
手
当
の
新
設

や
支
給
対
象
の
拡
大
を
行
っ
て
い
る
。

動画で

チェック
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市政 Ｑ＆Ａ 代表質問

代
表
質
問

一
括
質
問

こ
ま
つ
の
未
来　
　

二
木　

攻
（
ふ
た
ぎ 

お
さ
む
） 

議
員

北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸
を
確
実
に

◆
北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸
の
確
実
な
着
工
を
！

11

月
25

日
に
大
阪
で
行
わ
れ
た
北
陸
新
幹
線
整

備
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
京
都
府
知
事
が
欠

席
さ
れ
た
。
京
都
府
内
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
遅
れ

が
ち
と
聞
い
て
お
り
、
12

月
３
日
の
新
聞
報
道
に
よ
れ

ば
、
「
大
阪
延
伸
着
工
ず
れ
込
み
へ
」
と
な
っ
て
い
た
。

大
阪
ま
で
の
開
通
は
、
北
陸
三
県
の
発
展
が
か
か
っ
て

い
る
。
大
阪
延
伸
に
向
け
た
心
意
気
を
伺
う
。

北
陸
新
幹
線
は
、
大
阪
ま
で
全
線
開
通
す
る
こ
と

に
よ
り
、
整
備
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
敦
賀
以
西
は
、
２
０
２
４
年
春
の
敦
賀
開
業

頃
に
着
工
で
き
る
か
不
透
明
な
状
況
と
聞
い
て
い
る
。
沿

線
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
た
迅
速
か
つ
丁
寧
な
地
元
調
整

を
行
い
、
用
地
や
設
計
の
準
備
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
前

に
進
め
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
大
阪
ま
で

の
全
線
整
備
を
図
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　

沿
線
住
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
大
阪
ま
で
の
全
線
開

業
が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
北
陸
３
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
自
治
体
と
連
携
を

密
に
し
て
強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

◆
梯
川
治
水
計
画
に
つ
い
て

８
月
の
梯
川
氾
濫
に
よ
る
治
水
計
画
の
前
倒
し

だ
と
思
う
が
、
木
場
潟
を
中
心
と
し
た
「
田
ん
ぼ
」

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
今
回
の
水
害
被
害
は
過
去
と

は
違
い
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
対
策
が
偏
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

国
、
県
に
お
い
て
、
木
場
潟
の
事
前
排
水
の
実
施
・

体
制
構
築
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
梯
川
逆

水
門
に
お
い
て
、
国
の
水
門
ゲ
ー
ト
高
不
足
対
応
に
よ

り
前
川
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
停
止
が
解
消
さ
れ
る
見
込

み
と
聞
い
て
い
る
。
県
で
は
、
今
江
町
に
お
い
て
前
川

河
川
改
修
を
計
画
的
・
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
引
き
続
き
前
川
の
流
下
能
力
向
上
の
た
め
、

前
川
河
川
改
修
の
整
備
促
進
を
県
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。

◆
こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

基
本
的
に
物
を
売
る
仕
事
が
主
で
あ
り
、
独
立
採

算
制
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

収
益
性
の
あ
る
事
業
の
物
産
販
売
に
つ
い
て
、
小

松
の
地
場
産
品
・
物
産
の
振
興
、
P
R
と
い
う
公

益
的
な
性
格
も
有
し
て
い
る
。
現
在
、
今
後
の
事
業
経

営
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
魅

力
的
な
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
、
経
営
改
善
に
向
け
た
事
業

計
画
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
と

も
、
自
主
財
源
確
保
、
自
立
的
な
運
営
に
向
け
て
、
市

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

普
及
状
況
と
８
月
の
水
害
時
に
お
け
る
支
払
い

等
に
利
用
さ
れ
た
の
か
を
聞
く
。

小
松
市
の
交
付
率
は
53
・
４
％
で
、
若
干
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
国
内
の
公
金
受
け
取

り
口
座
の
登
録
者
数
は
21
・
５
％
。
現
状
の
低
い
登
録
率
、

準
備
や
説
明
の
複
雑
化
等
を
鑑
み
て
、
今
回
の
災
害
時

に
は
活
用
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
と
も
国
の

動
向
を
見
極
め
つ
つ
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
を

進
め
て
い
き
た
い
。

◆
小
松
空
港
周
辺
、
特
に
浮
柳
方
面
の
松
く
い
虫

被
害
の
対
処
を
！

土
地
所
有
者
と
も
協
議
し
、
小
松
空
港
の
玄
関

口
、
ま
た
景
観
保
全
の
立
場
か
ら
も
、
伐
採
処
理

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

松
く
い
虫
被
害
を
受
け
た
松
の
早
期
伐
採
や
松

枯
れ
に
強
い
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
の
植
樹
を
、

管
理
者
で
あ
る
近
畿
中
部
防
衛
局
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

動画で

チェック



2023年2月 8

市政 Ｑ＆Ａ一般質問

◆
木
場
潟
の
魅
力
向
上

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
ど
う
進
め

て
い
く
か
。
ま
た
、
公
園
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
イ
ベ
ン
ト
で
の
活

用
や
民
間
企
業
の
参
入
・
連
携
に
つ
い
て

ど
う
進
め
て
い
く
か
。

足
湯
や
カ
フ
ェ
が
楽
し
め
る
里
山

交
流
ハ
ウ
ス
な
ど
３
施
設
を
整
備

し
、
令
和
５
年
春
の
供
用
開
始
予
定
。
今

後
は
施
設
を
活
用
し
子
供
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る

体
験
学
習

プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
開

催
し
、
指

定
管
理
な

ど
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ

も
取
り
入

れ
る
。

◆
少
子
化
・
婚
活
支
援
の
取
組

少
子
化
の
一
因
と
し
て
、
婚
姻
数

の
減
少
が
あ
る
。
結
婚
を
望
む

方
々
へ
市
の
婚
活
支
援
へ
の
取
組
お
よ
び

婚
活
支
援
を
行
う
団
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
。

市
で
は
出
会
い
の
場
で
求
め
ら
れ

る
内
容
を
テ
ー
マ
と
し
た
婚
活
関

連
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
。
ま
た
、
こ
ま
つ

N
P
O
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
お
り
、
セ

ン
タ
ー
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
は
約
３
４
０
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
。

◆
こ
ど
も
園
な
ど
で
の
医
療
的
ケ
ア

児
受
入
れ

受
入
れ
に
際
し
て
は
、
こ
ど
も
に

合
わ
せ
た
備
品
の
新
調
な
ど
配
慮

が
必
要
と
な
る
。
先
日
行
わ
れ
た
私
立
こ

ど
も
園
等
の
施
設
長
と
の
意
見
交
換
会
で

も
要
望
の
声
が
出
て
い
た
が
、
市
の
対
応

に
つ
い
て
は
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
た
め
の
検

討
部
会
を
設
置
し
、
保
護
者
か
ら

の
要
望
の
把
握
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
国
の
医
療
的
ケ
ア
児
保
育
支
援
事
業

と
し
て
看
護
師
の
配
置
等
に
１
施
設
当
た

り
５
２
９
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

竹
田　

良
平
（
た
け
だ 

り
ょ
う
へ
い
）
議
員

木
場
潟
の
魅
力
向
上
、
婚
活
支
援
の
取
組
、

こ
ど
も
園
等
で
の
医
療
的
ケ
ア
児
受
入
れ

一
括
質
問

動画で
チェック

岡
山　

晃
宏
（
お
か
や
ま 

あ
き
ひ
ろ
）
議
員

長
期
療
養
や
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

一
括
質
問

動画で
チェック

木場潟公園から望む白山

◆
長
期
療
養
や
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

小
児
が
ん
の
治
療
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
接
種
し
た
予
防
接
種
の
効
果

が
消
失
し
た
場
合
の
再
接
種
に
対
し
て
全

額
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

本
市
で
は
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
、
再
接
種
１
回
当
た
り
３
千
円

助
成
を
開
始
。
現
時
点
の
申
請
等
は
な
い

が
、
種
類
に
よ
り
助
成
額
の
拡
大
を
検
討

し
、
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

障
が
い
や
長
期
療
養
を
必
要
と
す

る
お
子
さ
ん
を
持
つ
ご
家
庭
の
支

援
に
つ
い
て
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
支
援
、

医
療
的
ケ
ア
児
受
入
れ
の
た
め
の

こ
ど
も
園
と
小
学
校
へ
の
看
護
師
配
置
な

ど
、
保
護
者
の
就
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

◆
小
松
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の

大
規
模
改
修
に
つ
い
て

体
調
管
理
が
難
し
い
障
が
い
者
に

と
っ
て
夏
季
・
冬
季
の
利
用
は
厳

し
い
場
合
が
あ
る
。
今
回
の
大
規
模
改
修

の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

空
調
設
備
、
内
装
建
具
、
照
明
設

備
、
屋
上
、
屋
根
等
改
修
を
見
込

ん
で
お
り
、
来
年
度
、
設
計
予
定
。
改
修

規
模
や
利
用
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
具
体

的
な
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
て
い
く
。

◆
休
耕
田
・
耕
作
放
棄
地
の
活
用
に

つ
い
て

農
家
の
減
少
に
よ
っ
て
休
耕
田
、

耕
作
放
棄
地
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
新
た
な
担
い
手
が
こ
の
土
地
を
活
用

し
農
業
を
始
め
る
と
き
の
補
助
制
度
は
。

休
耕
田
の
管
理
は
、
農
地
の
維
持

管
理
費
の
補
助
対
象
で
、
国
・
県
・

市
が
協
調
し
支
援
。

　

圃
場
の
大
区
画
化
等
の
圃
場
整
備
事
業

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
林
・
下
粟

津
地
区
で
事
業
を
計
画
中
で
、
休
耕
田
や

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
制
度
や
就
農
支
援
、
地

権
者
と
利
用
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
口
や
就
農
者
の
拡

大
に
つ
な
が
る
取
組
は
。

本
市
で
は
、
休
耕
田
解
消
の
た
め

農
地
を
探
す
農
業
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
３
年
間
休
耕
田
で

あ
っ
た
白
山
田
町
の
圃
場
に
試
験
的
に
１

ｈ
ａ
の
作
付
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
は

６
ｈ
ａ
に
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。


